
 

（第２号様式）   
令和７年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜氷取沢高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 
総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課程 
学習指導 
 
  

①グローバル社会にお
ける多様な価値観を理
解し、協働して社会で
活躍できる人材を育成
する。 
②学校行事や生徒会活
動を通じて、主体的に
課題に取組む姿勢を養
う。 

①校内のＩＣＴ機器、電
子黒板等を利用し、生
徒が主体的に学ぶ姿勢
を養う授業を実践す
る。継続して学習アプ
リを活用し、個別最適
な学習の主体的な取組
みにつなげる。  

 
①外国語教育の充実、姉
妹校等を含む国際交
流、海外修学旅行等、
国際社会と交流する力
を育成する。 

②体育祭及び氷焱祭の時
期が、適切かどうかを
追検証する。  

②生徒が活発に委員会活
動や行事に取り組み、
自らの民主主義意識や
コミュニケーション能
力を成長させる場を設
ける。  

①教科や学年を超えて、 
ＩＣＴ機器や電子黒板の
効果的な使用方法を共有
し、生徒の興味・関心を
引き出す授業を実践す
る。ＩＣＴ機器を活用し
生徒間や教員との相互的
な活動をもとに学びを深
める。  

①学習アプリを活用し、個
別最適な学習活動を行
う。 

①オンライン交流で多くの
生徒への交流機会を増や
し、直接交流にてより深
いコミュニケーションを
目指す。 

①授業等で「話す」活動を
積極的に取り入れ、プレ
ゼンテーションコンテス
ト等を通じて発信する能
力を育む。 

②教職員の多くが、学校行
事、部活動等について本
校ＨＰの更新を積極的に
行う。  

②各行事の準備等や後片付
けが円滑に行われるよう
工夫する。  

②生徒同士がコミュニケー
ションをとりながら、生
徒主導で行事等を計画・
実施できるよう、教員の
支援体制を構築する。 

①ＩＣＴ機器や電子黒板の
効果的な使用方法を共有
し、生徒が主体的に学ぶ
ことができたか。(授業
評価の推移)  

 
①授業改善につながるよう
な学習アプリ等の研修を
実施できたか。 

①交流への参加機会の充実
を参加した生徒数、交流
時間等をもとに検証す
る。  

①国際交流に参加した生徒
たちの達成感や充実感を
もとに良い交流が行われ
たか検証する。 

①プレゼンテーションコン
テストを通して、英語力
で発信する力の向上を感
じることや、グローバル
な視点で問題解決の意識
を養うことができたか。 

②令和６年度に比べて、Ｈ
Ｐの更新が進んだか。  

②各行事の進捗効率が上が
った、また、生徒の主体
性が活かされたか。各方
面から振り返る。  

②生徒自身でも行事・委員
会活動の振り返りを行
い、自分たち主体で進め
られたかを検証させる。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 
 

①生徒一人ひとりに寄
り添い、教育相談体制
を充実させる。 
②部活動や行事を通し
て連帯感や責任感の涵
養を図る。 

①かながわこどもサポー
トドックと教育相談
（いじめ）アンケート
のシームレスな実施を
目指す。 

①ＳＣとＳＳＷと関係職
員との連携が負担なく
円滑に行えるよう工夫
する。 

②生徒間の人間関係が健
全に構築できるよう、
指導を工夫する。 

②部活動の大会情報や活
動報告を生徒の目に多
く触れさせ、相互の活
動を認め合い、チーム
横浜氷取沢としての連
帯感を育む。また、救
急救命講習会等を通し

①かながわこどもサポート
ドックの項目追加の工夫
と、教育相談(いじめ)アン
ケートの実施により迅速且
つ効果的に潜在的いじめ・
いじりなどの早期発見・対
応を行う。 
①定例コア会議の活用によ
り、生徒の課題の情報共有
と早期対応を行う。  
①生徒が、人間関係の不調
などに起因する精神的な
問題を乗り切れるよう
に、精神的自立を促す指
導を充実させる。 

②昇降口モニターやＨＰを
通して、生徒会活動や部
活動の情報を頻繁に発信
し、応援や活発な相互交

①かながわこどもサポート
ドックや教育相談(いじ
め)アンケートにより明
らかになった点を生徒支
援に生かすことができた
か。  

①コア会議が、生徒の抱え
る問題の気づきに活かさ
れたか。また課題を抱え
ている家庭の掌握に役だ
ったか。  

①生徒が抱える課題につい
て、どのような指導の工
夫が可能であったか、意
見集約したり結果から検
証したりする。 

②部の活動状況や大会結果
などを、必要十分な頻度
で発信ができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 
総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 
て生徒会活動としての
部活動に安全に取り組
む責任感を育む。 

流に繋げる。 

３ 
進路指導・支援 
 
  

①自己と集団や社会と
の関わり、職業観、
倫理観、使命感等を
育成する。 

②自他の幸福を追求
し、自立し、たくま
しく生きるための基
礎力を身に付けさせ
る。 

①生徒が10年後の自分を
イメージし、自己の人
生をプランニングでき
る能力を開発する。  

②生徒の他者を思いやる
心や、社会に貢献する
意欲を育む。 

①生徒に単に進路希望を問
うだけでなく、自己の生
き方あり方を問いかける
ガイダンスを実施する。 

②個別学習で基礎力を高め
るとともに、自他の考え
を共有・尊重し、進路や
ライフプランに繋げる指
導を行う。 

①進路支援グループ職員を
核とし、各学年の教職員
が共通の視点で指導を行
えたか。  

②学習支援アプリを全学年
導入し、個に対応した学
びを充実させることがで
きたか。 

     

４ 
地域等との協働 
 
 

①家庭、地域の教育力
を活用し 地域との
交流活動を通し、保
護者や地域に信頼さ
れる学校づくりをめ
ざす。 

①本校ＨＰ、ＳＮＳ等で
のコンテンツを充実さ
せる。  

 
②学校運営協議会委員と
の協働等により、様々
な形の地域連携を模索
する。 

①各媒体の更新頻度を増や
し、コンテンツの作成手
順を確立させる。 

②地域が本校に対し、どの
ような貢献を求めている
か、学校運営協議会等を
通じて情報収集し、可能
なところから協力してい
く。 

①ＨＰの更新頻度が令和６
年度に比べて増加した
か。内容が整理されてい
るか。 

①発信する内容を精査し、
必要な情報が、必要とす
る人に届いているのか検
証する。  

②学校運営協議会等の提案
や意見等の情報を地域貢
献に生かすことができた
か。 

     

５ 

学校管理 
学校運営 
 
 

①安全で安心な学習環
境の維持に努め、点
検・改善に努める。 
②信頼かつ信用ある学
校経営に努め、事故不
祥事根絶に向け、強い
決意をもって臨む。 
 

①広報活動の多様化、頻
度の向上を目指す。 

①防災委員会や通じて生
徒の防災意識を高める
教育活動を行う。  

①環境整備委員会の生徒
を中心に美化活動と資
源の再利用に努める。 

②成績処理マニュアルを
作成し、成績処理業務
における事故の未然防
止に努める。 

②教員の働き方改革に対
する理解を深め、改善
を進める。また、事故
防止・不祥事根絶の意
識・実践を進める。 

①各種説明会、学校案内、
ＨＰ、ＳＮＳ等を通じて
発信をし、生徒及び保護
者の求める内容の広報活
動を行う。 

①通常の防災訓練の他、Ｄ
ＩＧやシェイクアウト訓
練等を実施する。また、
地域との連携も検討す
る。  

②成績処理マニュアルによ
り成績処理の手順を各教
員が把握し、複数の目で
点検する体制を作る。 

②事故・不祥事防止会議の
定期的な開催による意識
啓発を行う。 

②業務の負荷軽減や時間外
労働の縮減、業務の見直
しを通じ、働き方改革を
進める。 

①広報活動の内容を量的に
評価するとともに、必要
とする人に届いているの
か検証する。 

①防災委員会の生徒向けア
ンケートを通じて生徒の
防災意識が高まったか。 

①環境整備委員会の生徒向
けアンケートを通じて生
徒の校内美化意識や資源
回収意識が高まったか。 

②成績処理手順を各教員が
把握し、連携して成績処
理を行える体制が作れた
か。 

②不祥事防止等について、
適時適切な啓発機会等を
持てたか。 

②前年度に比べ時間外労働
の低減と業務改善に取り
組めたか。 

     

 


